
Q.豊山町の国際交流は
A.グラント郡と協議する

Q.50周年記念事業は
A.NHKとの連携を目指す

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
文
化

共
生
社
会
が
進
展
す
る
中

で
、
豊
山
町
の
国
際
交
流

は
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

過
去
の
豊
山
中
学
校
生
徒

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
や

志
水
小
学
校
と
米
国
コ
ロ
ラ

ド
州
の
小
学
校
と
の
交
流

を
顧
み
て
、４
点
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

国
際
交
流
の
概
念

は
。

総
務
部
長

国
際
交
流
と
は
、国

境
を
越
え
て
互
い
に
行
き

来
す
る
こ
と
で
、多
様
な
価

値
観
、個
性
、考
え
方
に
触

れ
る
大
変
貴
重
な
機
会
で

あ
る
。本
町
在
住
の
外
国
人

も
年
々
増
加
し
、町
内
の
日

常
生
活
で
も
、国
際
交
流
の

機
会
は
増
え
て
い
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
地

元
の
方
々
が
来
町
さ

れ
た
と
聞
い
た
。こ
の
よ
う

な
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
。

総
務
部
長

昨
年
４
月
と
１２
月
に

ア
メ
リ
カ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
グ

ラ
ン
ト
郡
の
代
表
団
が
来

町
。
グ
ラ
ン
ト
郡
に
あ
る

モ
ー
ゼ
ス
レ
イ
ク
国
際
空

港
で
は
、現
在
、Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
試

験
機
４
機
の
試
験
飛
行
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
ト
郡
内
に
は
Ｍ
Ｒ

Ｊ
開
発
に
関
わ
る
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
約
４
０
０
人
が
住

み
、約
５０
名
の
ご
子
息
が
地

元
の
学
校
に
通
学
し
て
い
る

と
の
こ
と
。１２
月
の
来
町
時

に
は
、日
本
人
学
生
の
担
任

教
師
も
代
表
団
の
一
員
と
し

て
来
日
さ
れ
、豊
山
中
学
校

を
ご
視
察
い
た
だ
い
た
。

　
グ
ラ
ン
ト
郡
は
、Ｍ
Ｒ
Ｊ

の
日
本
の
製
造
拠
点
で
あ

る
豊
山
町
と
、特
に
学
生
と

の
交
流
を
望
ん
で
い
る
。Ｍ

Ｒ
Ｊ
の
日
米
拠
点
地
域
の
交

流
は「
空
港
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
に
役
立
つ
。
具

体
的
交
流
の
あ
り
方
を
グ

ラ
ン
ト
郡
と
協
議
す
る
考

え
で
あ
る
。

国
際
交
流
は
、送
り

出
し
だ
け
で
な
く
、

受
け
入
れ
る
こ
と
に
も
意

義
が
あ
る
。
受
け
入
れ
に

は
、ぜ
ひ
１８
年
間
で
１
８
０

人
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣

参
加
者
の
掘
り
起
こ
し
を

し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

総
務
部
長

平
成
３
年
度
か
ら
２０

年
度
ま
で
実
施
し
た
本
町

の
人
材
育
成
事
業
で
、豊
山

中
学
校
在
学
中
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
１

８
０
名
は
、ま
さ
に
若
い
時

期
に
国
際
交
流
を
経
験
し

た
貴
重
な
人
材
で
あ
る
。

　
今
後
、
本
町
の
国
際
交

流
、多
文
化
共
生
に
お
力
を

お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
。

豊
山
国
際
交
流
の
会

と
い
う
設
立
１１
年
目

の
団
体
が
あ
る
。
今
後
、何

か
町
に
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、と
思
う
。
町
の
ご

見
解
は
。総

務
部
長

豊
山
国
際
交
流
の
会

で
活
躍
の
方
々
を
は
じ
め
、

国
際
交
流
や
多
文
化
共
生

の
分
野
で
勢
力
的
に
活
動

し
て
い
る
方
々
の
ス
キ
ル
、

知
識
、経
験
は
、地
域
の
国

際
化
に
欠
か
せ
な
い
財
産

で
あ
る
。

　
豊
山
町
の
国
際
交
流
や

多
文
化
共
生
の
中
核
と
し

て
、ご
尽
力
、ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
。
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▲40 周年記念式典の様子

①
町
民
憲
章
の
制
定

②
街
並
み
再
現
③
ラ

ジ
オ
体
操
大
会
を
提
案
す

る
。９
月
議
会
で
「
５０
周
年

記
念
事
業
を
検
討
す
る
中

で
、対
象
の
一
つ
と
考
え
る
」

と
の
答
弁
。

　
何
か
動
き
は
あ
っ
た
か
。

総
務
部
長

来
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
組
み
、事
業
内
容
の

企
画
・
運
営
を
実
施
し
て
い

く
。

豊
山
町
の
原
点
で
あ

る
昔
の
街
並
み
を
、

次
代
の
子
ど
も
た
ち
に
繋
い

で
欲
し
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

文
化
財
保
護
の
観
点

か
ら
貴
重
な
提
案
と
受
け

止
め
る
。の

ど
自
慢
大
会
の
実

績
が
あ
る
。
盛
大
に

「
豊
山
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、人
も

経
済
も
元
気
な
町
を
期
待

す
る
。

総
務
部
長

町
民
の
皆
様
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
と
同
時
に
、

豊
山
町
を
全
国
に
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
と
考
え
る
。

５０
周
年
記
念
事
業
に
お
い

て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
と
の

連
携
を
目
指
し
て
い
く
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
神
明
公
園
ま
で
の

地
域
が
対
象
と
な
る
。子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
広
場
が

あ
っ
て
、子
ど
も
食
堂
な
ど

が
生
き
て
く
る
。避
難
場
所

に
な
る
、ス
ポ
ー
ツ
も
遊
び

も
出
来
る
防
災
機
能
を
持
っ

た
公
園
は
、国
の
補
助
金
も

可
能
と
思
う
。

　
関
連
す
る
町
道
１
号
線

の
整
備
や
ア
ピ
タ
・
あ
い
ち

航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
航

空
館
ブ
ー
ン
へ
続
く
歩
道
の

一
本
化
を
、５０
周
年
を
機
に

完
成
し
て
頂
き
た
い
。
江

崎
、鈴
木
町
長
に
よ
る
継
投

財
産
で
あ
る
。　

　
先
輩
の
苦
労
を
重
く
受

け
止
め
、さ
ら
に
発
展
を
目

指
し
て
欲
し
い
。

産
業
建
設
部
長

神
明
・
金
剛
地
区
を

は
じ
め
、本
町
全
体
の
土
地

利
用
の
考
え
は
今
年
度
か

ら
２
年
か
け
て
策
定
す
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
で
、町
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
聞
き
、慎
重
に
検
討
す

る
。

　
ま
た
、道
路
改
修
お
よ
び

維
持
修
繕
な
ど
は
、
緊
急

性
、危
険
性
等
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
て
実
施
し
て
い
る
。

一
本
化
に
つ
い
て
は
大
山
川

の
緑
道
の
整
備
で
お
お
む
ね

実
現
で
き
る
と
考
え
る
。
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Q.
公
園
ゾ
ー
ン
の
建
設
を

A.
慎
重
に
検
討
す
る
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